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研究成果の概要（和文）：本研究では、あるメスが同種オスと他種オスの双方と交尾したときに、同種オスの精
子が卵の受精に使われる現象（同種精子優先）が近縁種間の共存に与える影響について調べた。ジェネラリスト
のナミテントウとスペシャリストのクリサキテントウを用いて交尾行動の観察を行なった。その傾向をもとに、
数理モデルを作成し、両種の個体群動態を解析した。その結果、たとえ同種精子優先のメカニズムが備わってい
たとしても、種間で交尾行動が生じる場合は、両種の共存が妨げられることが分かった。本研究の成果は、同種
精子優先が繁殖干渉のコストを軽減し、共存を促進するという従来の考えとは異なっている。

研究成果の概要（英文）：This study examined the effects of conspecific sperm precedence on species 
coexistence between closely related mating signals. I used generalist and specialist Harmon 
ladybirds for the mating experiments. Based on the results of the experiments, I developed the 
mathematical model to predict the population dynamics of the two species. I showed that the two 
species cannot coexist in the same niche despite the mechanism of conspecific sperm precedence. This
 study illustrates the underestimated significance of conspecific sperm precedence.

研究分野： 進化生態学

キーワード： 繁殖干渉
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